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ジャパン・アクティブ・グロース 

（資産成⻑型） 
運用報告書(全体版) 

 
第６期（決算日2018年６月20日） 

 
作成対象期間（2017年12月21日～2018年６月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年９月25日から2025年12月22日までです。 

運 用 方 針 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが
国の株式に実質的に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。 
わが国の株式の中から、個別企業の調査・分析等に基づいたボトムアップアプローチにより、企業の経営戦略や財務戦略などを通じて
長期的な株主資本成長や利益成長が期待できる銘柄を選定します。 

主な投資対象 
ジャパン・アクティブ・グロース 

（資産成長型） 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ジャパン・アクティブ・グロース 

（資産成長型） 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

２期(2016年６月20日) 9,987 0 △ 9.0 1,279.19 △16.5 95.9 － 2,657 

３期(2016年12月20日) 11,204 0 12.2 1,552.36 21.4 97.2 － 2,435 

４期(2017年６月20日) 12,183 0 8.7 1,617.25 4.2 97.1 － 1,647 

５期(2017年12月20日) 13,981 0 14.8 1,821.16 12.6 96.6 － 1,466 

６期(2018年６月20日) 14,163 0 1.3 1,752.75 △ 3.8 96.5 － 2,275 
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2017年12月20日 13,981 － 1,821.16 － 96.6 － 

12月末 13,943 △0.3 1,817.56 △0.2 96.3 － 

2018年１月末 14,175 1.4 1,836.71 0.9 96.1 － 

２月末 13,744 △1.7 1,768.24 △2.9 96.4 － 

３月末 13,730 △1.8 1,716.30 △5.8 96.8 － 

４月末 13,997 0.1 1,777.23 △2.4 96.3 － 

５月末 14,051 0.5 1,747.45 △4.0 96.3 － 

(期  末)       

2018年６月20日 14,163 1.3 1,752.75 △3.8 96.5 － 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2017年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2017年12月20日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は1.3％の上昇 

基準価額は、期首13,981円から期末14,163円に182円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～１月下旬） 

（上昇） 好決算が期待された半導体関連・設備投資関連の銘柄を中心に上昇。 

 

②の局面（１月下旬～３月下旬） 

（下落） 米国の長期金利上昇、米国株式市場の変動率の高まり、外国為替市場における円高・

ドル安の進行などを受けて相場全体が急落。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

③の局面（３月下旬～５月下旬） 

（上昇） １月下旬以降に相場が急落した反動や、企業業績に対する期待感などから相場全体が

上昇。 

 

④の局面（５月下旬～期末） 

（下落） 米トランプ政権が自動車の輸入に対する関税を引き上げる方針を明らかにしたことか

ら、自動車関連の銘柄を中心に下落。 

（上昇） 北朝鮮問題の解決に対する期待感などから相場全体が上昇。 

（下落） 米中の貿易摩擦懸念を受け、中国関連の銘柄を中心に下落。 

 

○投資環境 

投資環境については、以下のように考えております。 

 

期首から１月下旬にかけては、データセンター需要の増加や自動車の電子制御化などを背景

に半導体市場が大きく拡大するとの見方から半導体関連・設備投資関連の銘柄を中心に相場は

上昇しました。 

２月上旬以降は、米国の長期金利上昇などをきっかけに米国株式市場の変動率が高まったこ

とを受けて一部大口投資家の機械的な売りが相場の急落を引き起こし、外国為替市場における

円高・ドル安の進行も相場の重石となりました。しかし、３月下旬以降に相場は反発し、企業

業績への期待感もあって参考指数であるTOPIXの水準は２月上旬の急落前に迫る水準まで上

昇しました。 

５月下旬に米トランプ政権が自動車の輸入に対する関税を引き上げる方針を明らかにした

ことから、自動車関連の銘柄を中心に下落しました。いったん相場が回復する局面もありまし

たが、６月中旬には米トランプ政権が中国から輸入する一部の製品に対し関税の引き上げを発

表、中国も報復関税を発表するなど、米中の貿易摩擦に対する懸念が高まったことを受けて中

国関連の銘柄を中心に下落しました。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○当ファンドのポートフォリオ 

［ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）］ 

基本方針として、実質の株式組入比率は高位を維持します。当ファンドは、［ジャパン・ア

クティブ・グロース マザーファンド］を高位に組み入れ、期末には96.5％としました。 

 

［ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド］ 

・株式組入比率 

現物株式につきましては、期を通じて高位を維持し、期末は96.7％としました。 

 

・期中の主な動き 

期末の銘柄数は62銘柄としました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類による時価構成比、以下同じ）と銘柄＞ 

①機械（期首10.4％→期末11.6％） 

省エネルギー性に優れる小型ボイラーで高いシェアを持つ三浦工業、省エネルギー性に優れ

た空調システム（エアコン）の世界トップメーカーであるダイキン工業などを買い付けま

した。 

②情報・通信業（期首6.7％→期末7.7％） 

インターネットセキュリティ分野で高い競争力を持つトレンドマイクロなどを買い付けま

した。 

③電気機器（期首17.9％→期末18.8％） 

自動車用ヘッドランプの世界トップメーカーである小糸製作所、短期的な業績停滞懸念で株

価が大幅に下落したファナック、村田製作所などを買い付けました。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①医薬品（期首5.1％→期末4.0％） 

抗HIV（後天性免疫不全症候群）薬の急速な伸びが一巡しつつある塩野義製薬などを売却し

ました。 

②食料品（期首1.0％→期末0.0％） 

加熱式たばこの普及による紙巻たばこの販売減少や海外での販売単価伸び悩みなどで業績

が停滞している日本たばこ産業を売却しました。 

③その他金融業（期首0.8％→期末0.0％） 

株価が大きく上昇した三菱UFJリースを売却しました。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

・期末の状況 

＜参考指数と比べ多めに投資している主な業種＞ 

・国際競争力が高い企業が多く存在する化学、機械、電気機器 

・新たな市場を創出する企業が多く存在するサービス業、小売業 

 

＜参考指数と比べ少なめに投資している主な業種＞ 

・外部環境の変化により業績が大きく振れる企業が多く存在する銀行業、卸売業 

・業績拡大余地が乏しい企業が多く存在する食料品、陸運業、電気・ガス業 

 

 
 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の騰落率が－3.8％となったのに対して、基準価

額は＋1.3％となりました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①参考指数に比べてパフォーマンスが悪かっ

た銀行業、鉄鋼、非鉄金属などへの投資割合

を低めにしていたこと 

②参考指数に比べてパフォーマンスが良かっ

た小売業、サービス業などへの投資割合を多

めにしていたこと 

③参考指数に比べて多めに投資していたビジョン、エムスリー、日本M＆Aセンター、MonotaRO、

ユニ・チャームなどが値上がりしたこと 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

（マイナス要因） 

①参考指数に比べてパフォーマンスが悪かった機械、電気機器、ゴム製品などへの投資割合を

多めにしていたこと 

②参考指数に比べてパフォーマンスの良かった陸運業、電気・ガス業などへの投資割合を少な

めにしていたこと 

③参考指数に比べて多めに投資していた富士通ゼネラル、いすゞ自動車、三菱電機、信越化学

工業、小松製作所などが値下がりしたこと 

 

 

◎分配金 

（１） 今期の収益分配金については、基準価額の水準などを勘案して見送りとさせていただき

ました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第６期 

2017年12月21日～ 
2018年６月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,163  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド］ 

短期的な株価変動は相場環境に左右されますが、中長期的な株価形成は株主資本の積み上が

りに応じてなされると考えます。したがって当ファンドでは、個別企業の調査・分析等を中心

とした「ボトムアップアプローチ」により、企業の「強さ」と「伸び」をベースに、中長期に

わたり高いROEを継続し株主資本を着実に積み上げると予想される企業を中心とした投資を

行っていく考えです。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

今後の投資環境については、以下のように考えております。 

 

（１） 2008年のリーマンショック以降、一定の回復期間を経て、先進国経済は「低成長」「低イ

ンフレ率」の状態が長く続いています。その克服に向けFRB（米連邦準備制度理事会）を

はじめ各国の中央銀行は国債などの金融商品を自ら買い入れる形で「量的緩和政策」と

呼ばれる大規模な金融緩和策を実行してきました。ただ、資金需要が低迷する中で限界

も指摘されるようになったことに加え、大量に供給した資金が金融市場に流れ込むこと

で金融商品の価格が実態以上に上昇するなどの副作用に対する懸念、あるいは自ら買い

入れた金融商品の価格が下落に転じた場合に中央銀行のバランスシート（財務内容）が

劣化するなどの懸念も拭えません。 

そのような環境下で、FRBは量的緩和政策を通じて約4.5兆ドルにまで膨らんでいたバラ

ンスシートの縮小を2017年10月に開始しており、今後、金融市場から引き揚げる資金の

金額は年間で6,000億ドル（約70兆円）に達する見通しです。FRBに匹敵する規模までバ

ランスシートを膨らませていたECB（欧州中央銀行）も資産の買い入れ規模を縮小する

方針を明らかにしたほか、GDP（国内総生産）に匹敵する規模までバランスシートを膨

らませていた日本銀行も資産買い入れペースを落とし始めているとの指摘があるなど、

各国の中央銀行は量的緩和政策の転換を進めつつあります。 

リーマンショック以降の大規模な量的緩和政策自体が史上初の試みだったうえ、金額が

膨大であったため、政策の転換に伴う影響を予想するのは困難です。もちろん、当局は

金融市場に大きな影響を与えないように最大限の注意を払うと思われますが、金融市場

の動きを当局が完全にコントロール出来るとは限らないことに留意すべきでしょう。 

 

（２）４月２日に日本銀行が発表した「全国企業短期経済観測調査」（いわゆる日銀短観）によ

ると、約2,000社にのぼる大企業（全産業）の経常利益は2017年度の約12％の増益から2018

年度には約２％の減益へと減速する見通しとされています。４月下旬から５月中旬にか

けて主要企業各社が発表した2018年度の業績予想をみても、多くの企業が2017年度と比

較して増益率の鈍化ないし減益を予想しています。 

要因の一つとして挙げられるのは外国為替レートの変化であり、2017年度は対米ドル、

対ユーロいずれも円安だったのに対し、2018年度については多くの企業が保守的な為替

レートを前提に置いています。ただ、それ以外の要因として見逃せないのが原材料価格

上昇による悪影響です。 

原材料価格の上昇は2017年から続いています。中国が鉄鋼・石炭などの過剰供給能力を

削減していることが主な要因として挙げられますが、中央銀行の量的緩和政策を通じて

市場に溢れた投機資金が原油などの商品市場に流入している影響も大きいと考えられま

す。また、2018年３月に米国のトランプ政権が鉄鋼・アルミなどの輸入関税を引き上げ

たことで、米国国内に生産拠点を持つ自動車メーカーなどの原材料調達価格が上昇基調

にあります。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

原材料価格の過度な上昇は、企業業績の悪化や消費者の購買意欲の減退に繋がり、ひい

ては世界経済を悪化に導く可能性があり、注意が必要だと考えます。また、消費者物価

指数などのインフレ指標が想定以上に上昇した場合には、中央銀行が政策金利の引き上

げなどの対応策を取る可能性が高まることも認識しておく必要があるでしょう。 

 

（３） 世界経済の先行きが依然として予断を許さない中、日本企業全体の業績が拡大を続ける

ことは難しくなっていると認識していますが、一方でマクロ環境に依存することなく独

自要因で成長を続ける企業も存在します。我々は今後、独自要因で成長を続ける企業と

その他の企業とのパフォーマンス格差が拡大する「二極化相場」が進む可能性が高いと

考えております。 

我が国には、刀鍛冶・鋳物職人の時代から長年にわたり熟練工が培ってきた「モノづく

り」の技術力、世界屈指のレベルにある豊富な人的資源・知的財産を背景とした科学技

術力・製品開発力、世界一品質に厳しいとされる日本の顧客の要求に応える中で培って

きた品質力・安定供給力・アフターサービス力などを磨くことで、国際的にみても高い

競争力を持つ企業が存在します。こうした「強い」企業の業績は、為替レートを含めた

マクロ環境の変化に関わらず拡大傾向にあります。 

また、IT（情報技術）・オートメーション（自動化）・省エネルギー・ヘルスケアなど、

様々な技術革新を通じて社会的ニーズに応え、新たな市場を創出する、又は社会的ニー

ズに応えられない旧来企業からシェアを奪う形で成長を遂げる企業は存在します。そう

した革新的な「伸びる」企業は人口減少の続く日本にあっても広大な潜在市場を開拓す

る余地を有しており、直近の業績も拡大基調にあります。日本国内でビジネスが完結し

ている企業であれば、為替レートを含めたマクロ環境の変化の影響を受けにくい点も見

逃せません。 

このように、マクロ環境が停滞する中でも「強さ」あるいは「伸び」に秀でた企業の業

績拡大基調は続いており、今後もこのような傾向が続く可能性が高いと考えております。 

 

［ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）］ 

当ファンドは引き続き第７期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前記の投資環境認識とマザーファンドの投資方針のもとで、

ファンドの資金動向に十分配慮しながら、主要投資対象である［ジャパン・アクティブ・グロー

ス マザーファンド］の組み入れを高位に維持し、基準価額の向上に努めてまいります。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○１万口当たりの費用明細 (2017年12月21日～2018年６月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 109  0.781  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 53)  (0.377)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 53)  (0.377)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.040   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.040)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 115   0.823    

期中の平均基準価額は、13,940円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年12月21日～2018年６月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 736,256 1,064,800 211,713 312,200 

 
＊単位未満は切り捨て。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○株式売買比率 (2017年12月21日～2018年６月20日) 

 

項 目 
当 期 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 8,577,763千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 13,274,818千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.64   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年12月21日～2018年６月20日) 

 

＜ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 4,967 873 17.6 3,610 763 21.1 

平均保有割合 14.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 762千円 
うち利害関係人への支払額（B） 172千円 

（B）／（A） 22.6％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

  

利害関係人との取引状況 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○組入資産の明細 (2018年６月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 1,007,150 1,531,693 2,271,348 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年６月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 2,271,348 99.1 

コール・ローン等、その他 20,700 0.9 

投資信託財産総額 2,292,048 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年６月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,292,048,983   

 コール・ローン等 20,700,025   

 ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド(評価額) 2,271,348,958   

(B) 負債 16,173,302   

 未払解約金 1,404,153   

 未払信託報酬 14,738,670   

 未払利息 45   

 その他未払費用 30,434   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,275,875,681   

 元本 1,606,869,568   

 次期繰越損益金 669,006,113   

(D) 受益権総口数 1,606,869,568口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,163円 
 

（注）期首元本額は 1,048,754,258 円、期中追加設定元本額は

870,164,611円、期中一部解約元本額は312,049,301円、１口当た

り純資産額は1.4163円です。 
 

○損益の状況 (2017年12月21日～2018年６月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      3,878   

 支払利息 △      3,878   

(B) 有価証券売買損益 50,175,453   

 売買益 58,029,646   

 売買損 △  7,854,193   

(C) 信託報酬等 △ 14,769,104   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 35,402,471   

(E) 前期繰越損益金 222,096,073   

(F) 追加信託差損益金 411,507,569   

 (配当等相当額) (  348,247,987)  

 (売買損益相当額) (   63,259,582)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 669,006,113   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 669,006,113   

 追加信託差損益金 411,507,569   

 (配当等相当額) (  350,887,962)  

 (売買損益相当額) (   60,619,607)  

 分配準備積立金 257,498,544   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2017年12月21日～2018年６月20日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年12月21日～ 
2018年６月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 10,644,229円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 24,758,242円 

c. 信託約款に定める収益調整金 411,507,569円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 222,096,073円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 669,006,113円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,163円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2018年６月20日現在) 

＜ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド＞ 
 下記は、ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド全体(9,821,396千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（1.6％）    

大和ハウス工業 67.7 60.4 231,573 

食料品（－％）    

日本たばこ産業 33 － － 

繊維製品（1.2％）    

東レ 90.3 196.8 171,648 

化学（14.3％）    

信越化学工業 30 40.5 401,841 

エア・ウォーター 35.9 38.3 77,749 

住友ベークライト 89 132 136,752 

アイカ工業 19.3 28.1 112,119 

日油 32.3 31.4 109,429 

花王 28.5 31.3 264,923 

ＤＩＣ 25.5 － － 

コーセー 6.6 3.9 98,358 

日東電工 17.9 16.6 139,689 

ニフコ － 44 159,500 

ユニ・チャーム 137.7 151.9 511,903 

医薬品（4.0％）    

塩野義製薬 53.1 31.4 181,523 

中外製薬 33.4 37.2 223,200 

参天製薬 58.1 81.6 160,915 

ゴム製品（1.7％）    

ブリヂストン 43.5 53.5 236,363 

金属製品（－％）    

リンナイ 4.5 － － 

機械（11.6％）    

三浦工業 － 54.5 150,638 

ＳＭＣ 4.4 6.4 259,200 

小松製作所 51.9 74.7 235,977 

クボタ 79.2 102 181,866 

ダイキン工業 30.7 40.6 533,281 

ホシザキ 6.2 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

マキタ 51.9 54.8 276,192 

電気機器（18.8％）    

日立製作所 118 205 161,150 

三菱電機 227.6 253.3 369,564 

日本電産 33.9 37.5 636,000 

富士通ゼネラル 95.5 20.1 32,823 

キーエンス 7.7 9.3 609,243 

シスメックス 24.5 19.6 208,348 

ファナック 1.7 6.5 144,690 

村田製作所 13.3 16.9 309,101 

小糸製作所 － 22 173,800 

輸送用機器（7.7％）    

いすゞ自動車 168.4 223.8 337,042 

スズキ 52.8 67.7 427,457 

ＳＵＢＡＲＵ 46 37.9 126,623 

シマノ 10.6 11.8 192,694 

精密機器（2.1％）    

ＨＯＹＡ － 15.3 96,038 

朝日インテック 28.5 49.7 204,018 

その他製品（2.6％）    

ピジョン 56.3 66 363,000 

倉庫・運輸関連業（－％）    

トランコム 1.4 － － 

情報・通信業（7.7％）    

ＧＭＯペイメントゲートウェイ 4.8 4.1 49,282 

オービック 16 19.5 184,275 

トレンドマイクロ 6.1 16.2 103,356 

ＫＤＤＩ 133.8 153.6 470,016 

ソフトバンクグループ 28.1 34.3 283,283 

卸売業（2.7％）    

シークス 17 43.2 97,804 

三菱商事 101.7 89 276,345 
 

国内株式 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）
 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

小売業（8.2％）    

ＭｏｎｏｔａＲＯ 52.9 32.4 158,598 

コスモス薬品 9.1 8 186,080 

セブン＆アイ・ホールディングス 40.9 54.5 264,979 

ニトリホールディングス 9.1 10.5 202,965 

ファーストリテイリング 6.2 6.5 336,635 

銀行業（1.3％）    

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 258.8 285.4 181,828 

保険業（2.1％）    

東京海上ホールディングス 56.5 54.2 295,986 

その他金融業（－％）    

三菱ＵＦＪリース 155.7 － － 

不動産業（3.9％）    

パーク２４ 88.7 74.7 223,278 

住友不動産 48 53 223,872 

カチタス － 24.6 104,796 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

サービス業（8.5％）    

日本Ｍ＆Ａセンター 35.2 57.3 197,971 

エス・エム・エス 29.6 36 147,600 

パーソルホールディングス 52.4 － － 

カカクコム 56.5 58.2 144,859 

エムスリー 116.2 89.3 407,654 

オリエンタルランド 4.6 4.9 58,187 

ベクトル － 40 88,520 

リログループ － 49.4 144,396 

合 計 
株 数 ・ 金 額 3,244 3,673 14,078,807 

銘柄数＜比率＞ 62 62 ＜96.7％＞ 
 
＊各銘柄の業種分類は、期首、期末の各時点での分類に基づいてい

ます。 

＊銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

＊評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れているマザーファ

ンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
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